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表1 集団かぜ調査結果 

発生年月日 

（採取日） 
週 区 施設 検体数 

ウイルス分離  遺伝子検索 

総合判定 分離 

株数 
型 

 分離*1 

陰性数 

HA 

遺伝子 

陽性 

件数 

NA*2 

遺伝子 

陽性 

件数 

2016.10.12 第41週 緑 中学校 4 1 AH3  3 AH3 2 N2 2 AH3 

10.24 第43週 保土ケ谷 小学校 5 3 AH3  2 陰性 0 N2 2 AH3 

11.14 第46週 磯子 小学校 4 4 AH3  0 － － － － AH3 

11.15 第46週 泉 小学校 4 4 B（山）*3  0 － － － － B（山） 

11.22 第47週 旭 小学校 1 0 陰性  1 陰性 0 N2 1 陰性 

11.30 第48週 鶴見 小学校 4 3 AH3  1 陰性 0 陰性 0 AH3 

12. 5 第49週 港南 小学校 5 1 AH3  4 AH3 1 N2 3 AH3 

12. 6 第49週 金沢 小学校 4 3 AH3  1 陰性 0 N2 1 AH3 

12. 6 第49週 都筑 小学校 3 1 AH3  2 陰性 0 陰性 0 AH3 

12.13 第50週 神奈川 幼稚園 5 5 AH3  0 － － － － AH3 

12.13 第50週 港北 中学校 4 4 AH3  0 － － － － AH3 

12.19 第51週 栄 小学校 2 2 B（ビ）*4  0 － － － － B（ビ） 

12.21 第51週 青葉 小学校 4 2 AH3  2 AH3 2 N2 1 AH3 

2017. 1.16 第 3週 戸塚 小学校 5 4 AH3  1 陰性 0 N2 1 AH3 

1.17 第 3週 瀬谷 小学校 3 2 AH3  1 陰性 0 N2 1 AH3 

1.17 第 3週 西 中学校 4 4 AH3  0 － － － － AH3 

1.19 第 3週 中 小学校 3 3 AH3  0 － － － － AH3 

1.20 第 3週 南 小学校 4 3 AH3  1 陰性 0 陰性 0 AH3 

合 計  

 

18区 

 

18施設 68件 49株 

AH3：43株 

B（山）：4株 

B（ビ）：2株 

 

19件 AH3：5件 N2：12件 

AH3：48件 

B（山）：4件 

B（ビ）：2件 

*1 分離陰性の検体のみ表示、*2 N2遺伝子のみ検出は参考値、*3 山形系統のB型ウイルス、*4 ビクトリア系統のB型ウイルス 

 

【集団かぜ調査】 

集団かぜ調査では、2016年10月12日（第41週）に緑区の中学校から報告があり、AH3型ウイルスが分離

されました。発生報告はその後増加し、12月までに18区中13区で発生がみられました。終息までの発生数

は18区682施設600学級でした。検査依頼のあった18集団68人についてウイルス学的調査を実施し、AH3

型ウイルス48件、山形系統のB型ウイルス4件、ビクトリア系統のB型ウイルス2件が分離・検出されました（表

1）。 

【入院サーベイランス】 

入院サーベイランス（その他依頼検査を含む）では、インフルエンザを疑う101件を検査し、AH3型ウイル

ス7件、AH1pdm09ウイルス1件、山形系統のB型ウイルス1件が分離・検出されました。発病時期は10月3件、

12月1件、2月3件、4月1件、5月1件で、このうち、重症例は脳症2件（死亡例1含む）、肺炎1件で、いずれも

AH3型ウイルスが原因でした。 

全調査の検査合計は832件で、AH3型ウイルス231件、ビクトリア系統のB型ウイルス36件、山形系統のB

型ウイルス26件、AH1pdm09ウイルス3件が分離・検出されました（表2）。 

表2 インフルエンザウイルス分離・遺伝子検査結果 

各調査項目 インフルエンザ検査数 陽性数 AH3 B型（ビクトリア） B型（山形） AH1pdm09 

病原体定点等調査 663 233 176*1 34 21*1 2 

集団かぜ調査 68 54 48 2 4 0 

入院サーベイランス*2 101 9 7 0 1 1 

合計 832 296 231 36 26 3 

*1 2016年6月に分離したB型ウイルス（山形）1件と8月に分離・検出したAH3型ウイルス2件を含む、*2 その他依頼検査を含む 
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【まとめ】 

今シーズンはAH3型ウイルスが主流となった2014/2015シーズンと流行パターンが類似していましたが、

HA遺伝子の多様性がみられ、それぞれのグループで抗原性状や年齢層に違いがみられました。B型ウイ

ルスは2010/2011シーズン以降両系統のウイルスが混合流行しており、リアソータント（遺伝子交雑）ウイル

ス等の出現に注意が必要です。AH1pdm09ウイルスはワクチン株であるA/カリフォルニア/07/2009株と類

似した抗原性状でしたが、近年流行しているウイルスがワクチン接種後の成人ヒト血清によってほとんど阻

害されなかったことから、WHOはAH1pdm09ウイルスの推奨ワクチン株（A/ミシガン/45/2015類似ウイルス）

を変更しました1）。なお、国内のワクチン株はA/シンガポール/GP1908/2015に決定しました2）。 

インフルエンザウイルスは年間を通じて世界中を循環しています。夏の時期は海外からの持ち込みが散

見されており、日頃からの感染症対策が重要です。 

参考資料 
1） WHO： Recommended composition of influenza virus vaccines for use in the 2017-2018 northern 

hemisphere influenza season 

http://www.who.int/influenza/vaccines/virus/recommendations/2017_18_north/en/ 
2） 厚生労働省：平成29年度インフルエンザHAワクチン製造株の決定について 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou01/j

ichitai.html 

【 微生物検査研究課 ウイルス担当、 感染症・疫学情報課 】 

B型ウイルス
HA遺伝子
NJ系統樹

赤枠内：2016/2017ワクチン株

【2016/2017シーズン】
茶色：9月分離株 緑色：11月分離株
青色：12月分離株 紫色：1月分離株
桃色：2月分離株 水色：3月分離株
赤色：4月分離株 橙色：5月分離株
★：定点 ▲：集団
◆：薬剤感受性低下株(D197N)
▼：アミノ酸挿入株（76L）

●：輸入例 ▽：リアソータント株

0.01

★B/横浜/45/2017 港北区4月
★B/横浜/49/2017 金沢区 5月
★B/横浜/43/2017 戸塚区 4月

★B/横浜/22/2017 青葉区 4月

B/横浜/105/2016
★B/横浜/27/2017 鶴見区 4月

★B/横浜/14/2017 瀬谷区 3月
●B/横浜/50/2017 5月輸入例（パラオ）

★B/横浜/36/2017 瀬谷区 4月

★B/横浜/30/2017 戸塚区 3月

▲B/横浜/111/2016 泉区集団 11月

★B/横浜/46/2017 中区 5月
B/横浜/6/2016 
★B/横浜/28/2017 金沢区 3月

★B/横浜/3/2017 磯子区 1月
★B/横浜/20/2017 港南区 3月

★B/横浜/31/2017 瀬谷区4月

B/横浜/27/2014
B/プーケット/3073/2013 ワクチン株

B/横浜/18/2015 
★B/横浜/32/2017 青葉区 4月

B/横浜/80/2016

B/横浜/94/2016 

▽B/スリランカ/7/2013 (NAビクトリア)

▽B/横浜/80/2014 (NAビクトリア) 
B/ウィスコンシン/1/2010 
B/横浜/27/2013

B/横浜/145/2014 
B/山梨/166/98

★B/横浜/2/2017 磯子区 1月

★B/横浜/ 6/2017 鶴見区 2月
★B/横浜/115/2016 瀬谷区 12月
★B/横浜/5/2017 瀬谷区 2月
★B/横浜/4/2017 港南区 2月
★B/横浜/12/2017 港南区 3月

★B/横浜/34/2017 港北区 4月

★B/横浜/119/2016 磯子区 12月

★B/横浜/37/2017 瀬谷区 4月
★B/横浜/13/2017 青葉区 3月

★B/横浜/35/2017 磯子区 4月

★B/横浜/15/2017 戸塚区 3月
★B/横浜/109/2016 港北区 9月

B/横浜/18/2016

B/横浜/98/2016
★B/横浜/41/2017 青葉区 4月

★B/横浜/19/2017 瀬谷区 3月

★B/横浜/21/2017 港北区 3月
B/横浜/28/2015 

★B/横浜/1/2017 金沢区 1月

B/横浜/13/2015
B/テキサス/02/2013 ワクチン株

▼B/横浜/31/2013（NA76L）

B/横浜/24/2013

B/横浜/20/2012
B/ブリスベン/60/2008  

B/香港/514/2009 Clade1B

B/マレーシア/2506/2004  
B/横浜/1/77

S150I N165Y G229D

N202S

N116K
K298E
E312K

L172Q
M251V

N75K
N165K
S172P

N129D

I117V
V146I

山形系統

ビクトリア系統

クレード3

クレード１A

T76L

AH1pdm09
ウイルス
HA遺伝子
NJ系統樹

0.01

A/神戸/821/2017 3月
★A/横浜/124/2017 戸塚区 3月

A/ハンガリー/23/2017 1月
A/山口/32/2016 11月

A/奈良/36/2016 11月
A/新潟/841/2016 10月

A/シンガポール/GP1908/2015 （2017/2018 国内ワクチン株）
A/横浜/118/2016 

A/横浜/40/2016 
◆A/横浜/98/2016 

A/テキサス/51/2017 2月
A/横浜/121/2016 

A/スロベニア/2903/2015 3月
A/パリ/804/2017 2月

A/札幌/110/2016 12月
A/埼玉/104/2016 10月

A/和歌山/144/2016 11月
◆A/横浜/94/2016 

A/福島/57/2017 3月
★A/横浜/121/2017 瀬谷区 3月

●A/横浜/136/2017 4月 タイ輸入例
A/横浜/117/2016
A/横浜/71/2016  

A/ウィスコンシン/25/2017 2月
A/横浜/100/2015

A/横浜/68/2016 
A/横浜/14/2016  

A/ミシガン/45/2015 （2017/2018 北半球ワクチン推奨株）
A/横浜/92/2015 

A/広島/47/2017 3月
A/島根/75/2017 3月

A/神奈川/206/2016 11月
A/高知/32/2016 12月

A/山形/205/2016 10月
A/愛知/131/2016 11月

A/奈良/44/2016 12月
A/大阪-C/40/2016 12月

A/横浜/17/2016 
A/横浜/62/2016 
A/横浜/112/2016

◆A/横浜/87/2016 
A/横浜/64/2016

A/横浜/98/2015 
A/インド/1399/2015

A/横浜/21/2014 
A/横浜/47/2016  

A/横浜/59/2016 
A/横浜/107/2016 
A/横浜/79/2016  

A/静岡-C/43/2016 11月
A/横浜/61/2016

A/横浜/50/2015
◆A/横浜/18/2014
A/横浜/5/2014 

A/カリフォルニア/07/2009 ワクチン株

I324V

T120A

V32 I

S74R
I295V

S162N
I216T

S84N

A215G

D35G

V152T  V173I  E491G D501E 

赤枠内：
2016/2017ワクチン株

【2016/2017シーズン】
黄緑色：10月分離株
緑色：11月分離株
青色：12月分離株
紫色：1月分離株
桃色：2月分離株
水色：3月分離株
赤色：4月分離株

★：定点 ●：輸入例
◆：耐性株(H275Y)

サブクレード
6B.1

サブクレード
6B.2

図5 B型ウイルスのNJ系統樹 図6 AH1pdm09ウイルスのNJ系統樹 
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横浜市感染症発生動向調査報告 7月 

◇ 全数把握の対象 

〈7月期に報告された全数把握疾患〉 

1 細菌性赤痢：sonnei（D群）の報告が1件ありました。フィリピンでの経口感染と推定されています。 

2 腸管出血性大腸菌感染症：O157の報告が7件、O26の報告が5件、O103の報告が1件ありました。3件は

無症状病原体保有者でした。家族内での発生の報告がありました。 

3 デング熱：1件の報告があり、タイでの蚊からの感染と推定されています。 

4 ライム病：1件の報告があり、国内での昆虫等からの感染と推定されています。 

5 レジオネラ症：肺炎型の報告が3件ありました。感染経路等不明です。 

6 アメーバ赤痢：3件の腸管アメーバ症の報告がありました。感染経路は、国内での異性間性的接触、同

性間性的接触が1件ずつ、感染経路等不明が1件でした。 

7 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症：6件の報告があり、感染経路等不明でした。 

8 クロイツフェルト・ヤコブ病：古典型CJDの報告が1件ありました。 

9 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む）：無症状病原体保有者の報告が2件、その他の報告が1件

でした。感染経路は、同性間性的接触が2件、異性間性的接触が1件でした。男性が2件、女性が1件で

した。 

10 侵襲性インフルエンザ菌感染症：80歳代の報告が1件ありました。 

11 侵襲性肺炎球菌感染症：80歳代の報告が1件ありました。 

12 水痘（入院例に限る）：検査診断例の報告が1件ありました。感染経路・感染地域、ワクチン接種歴は不

明でした。 

13 梅毒：12件の報告（無症状病原体保有者3件、早期顕症梅毒Ⅰ期4件、早期顕症梅毒Ⅱ期5件）があり

ました。いずれも国内での感染が推定され、感染経路は、異性間性的接触9件、詳細不明の性的接触が

3件でした。男性6件、女性6件でした。 

14 麻しん：検査診断例の報告が2件ありました。いずれも感染推定地域はイタリアで、ワクチン接種歴はあ

りませんでした。 

◇ 定点把握の対象 

1 手足口病：第26週で定点あたり2.45、第27週で4.13と増加し、第28週

で6.20となり、警報発令基準値（5.00）を超えました。第29週は8.04と更

に増加しています。 

《今月のトピックス》 

 手足口病の流行警報が発令されました。 

 RSウイルス感染症の報告が増加しています。 

 海外渡航歴のある麻しんの報告が2件ありました。 

細菌性赤痢 1件 クロイツフェルト・ヤコブ病 1件 

腸管出血性大腸菌感染症 13件 後天性免疫不全症候群（HIV感染症含む） 3件 

デング熱 1件 侵襲性インフルエンザ菌感染症 1件 

ライム病 1件 侵襲性肺炎球菌感染症 1件 

レジオネラ症 3件 水痘（入院例に限る） 1件 

アメーバ赤痢 3件 梅毒 12件 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 6件 麻しん 2件 

報告週対応表 

第26週 6月26日～7月 2日 

第27週 7月 3日～7月 9日 

第28週 7月10日～7月16日 

第29週 7月17日～7月23日 
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◇ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：8か所、インフルエンザ（内科）定点：4か所、眼科定点：1か所、基

幹（病院）定点：4か所の計17か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は8か所を2グ

ループに分けて毎週1グループで実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

〈ウイルス検査〉 

7月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点45件、内科定点13件、眼科定点1件、基幹定

点13件で、定点外医療機関からは4件でした。 

8月8日現在、表に示した各種ウイルスの分離株12例と遺伝子35例が同定されています。 

表 感染症発生動向調査におけるウイルス検査結果（7月） 

主な臨床症状 

 

 

分離・検出ウイルス 

上

気

道

炎 

下

気

道

炎 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
*1 

Ｒ

Ｓ

感

染

症 
ア
デ
ノ
感
染
症
*2 

感

染

性

胃

腸

炎 

流
行
性
耳
下
腺
炎
*1 

手

足

口

病

*1 

へ
ル
パ
ン
ギ

ー

ナ 

そ

の

他 

インフルエンザ AH1pdm09型 
  2        
          

インフルエンザ AH3型 
  2        
          

インフルエンザ A型 
          
  1        

インフルエンザ B型山形系統 
1  2        
          

アデノ 5型 
    1      
          

アデノ 31型 
     1     
          

アデノ 型未同定 
          
1   1       

ムンプス 
      1    
          

パラインフルエンザ 3型 
          
5 3        1 

パラインフルエンザ 4型 
          
 1         

ヒトメタニューモ 
          
2 1         

RS 
          
1   3       

ライノ 
          
 1         

コクサッキー A6型 
          
1       6 3  

コクサッキー A10型 
          
1        1  

コクサッキー A16型 
       1  1 
          

パレコ 3型 
          
         2 

合計 
1  6  1 1 1 1  1 
11 6 1 4    6 4 3 

上段：ウイルス分離数／下段：遺伝子検出数 

*1：疑いを含む、*2：咽頭結膜熱を含む 

【 微生物検査研究課 ウイルス担当 】 
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〈細菌検査〉 

7月の「感染性胃腸炎」は基幹定点からShigella sonnei が2件、腸管毒素原性大腸菌（O6:H-,ST）が1

件、サルモネラ属菌はO4群が2件、O3,10群が1件、O7群が1件でした。定点以外の医療機関からは腸

管出血性大腸菌（O157:H7,VT1&2が5件、O157:H7,VT2が2件、O26:H11,VT1が6件、O103:H2,VT1が

1件、O121,VT2が1件）が15件でした。 

「その他の感染症」は小児科定点から3件、基幹定点から1件、定点以外の医療機関からが5件でした。 

表 感染症発生動向調査における細菌検査結果（7月） 

感染性胃腸炎 

 検査年月  7月  2017年1月～7月 

 定点の区別  小児科 基幹 その他*  小児科 基幹 その他* 

 件 数  1 7 15  5 30 31 

 菌種名         

 赤痢菌   2    2 1 

 腸管出血性大腸菌    15   3 26 

 腸管毒素原性大腸菌   1    1  

 腸管凝集性大腸菌       4  

 チフス菌       1  

 サルモネラ属菌   4    10 3 

 不検出  1 0 0  5 9 1 

その他の感染症 

 検査年月  7月  2017年1月～7月 

 定点の区別  小児科 基幹 その他*  小児科 基幹 その他* 

 件 数  3 1 5  25 77 122 

 菌種名         

 A群溶血性レンサ球菌 T1  1    9   

  T4      3   

  T6  1    4   

  T12  1    2   

  T B3264      3 1  

  型別不能      1   

 B群溶血性レンサ球菌        4 

 G群溶血性レンサ球菌       2 2 

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌        3 

 バンコマイシン耐性腸球菌        4 

 レジオネラ属菌        4 

 インフルエンザ菌    1  1  4 

 肺炎球菌   1    5 10 

 結核菌       20 66 

 百日咳菌       2  

 緑膿菌       1  

 その他    4   44 20 

 不検出  0 0 0  2 2 5 

*：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

【 微生物検査研究課 細菌担当 】 
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表1 平成29年7月 アクセス順位 

順位 タイトル 件数 

1 カンピロバクター感染症について 9,847 

2 大麻（マリファナ）について 4,175 

3 横浜市感染症情報センタートップページ 3,983 

4 クロストリジウム-ディフィシル感染症について 3,711 

5 パラインフルエンザウイルスについて 3,527 

6 B群レンサ球菌（GBS）感染症について 2,993 

7 衛生研究所トップページ 2,964 

8 電子パンフレット「MRSAってなあに？」 2,439 

9 ノロウイルスによる感染性胃腸炎について 1,936 

10 平成29年 熱中症情報 1,576 

データ提供：市民局広報課 

衛生研究所WEBページ情報 
  

横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、平成10年3月に開設され、感染症情報、

保健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

今回は、平成29年7月のアクセス件数、アクセス順位、電子メールによる問い合わせ、WEB追加・更新記

事について報告します。 

なお、アクセス件数については市民局広報課から提供されたデータを基に集計しました。 

 

1 利用状況 

（1） アクセス件数 

平成29年7月の総アクセス数は、117,716件でした。前月に比べ約21％増加しました。主な内訳は、横浜

市感染症情報センター*168.3％、保健情報10.0％、検査情報月報5.5％、食品衛生3.4％、生活環境衛生

2.2％、薬事0.7％でした。 

*1 横浜市では、衛生研究所感染症・疫学情報課内に横浜市感染症情報センターを設置しており、横浜市内に

おける患者情報及び病原体情報を収集・分析し、これらを速やかに提供・公開しています。 

（2） アクセス順位 

7月のアクセス順位（表1）

を見ると、感染症に関する

項目が、大半を占めていま

す。 

1位は「カンピロバクター

感染症について」、2位は

「大麻（マリファナ）につい

て」、3位は「横浜市感染症

情報センタートップページ」

でした。1位のカンピロバク

ター感染症は、主に加熱が

不充分な鶏肉の喫食により、

食中毒を起こすことが知ら

れています。また、5位の

「パラインフルエンザウイルスについて」は、他県における社会福祉施設での集団発生の報道を受けて、上

位に入ったと考えられます。 

 

「カンピロバクター感染症について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/campylo1.html 

 

「大麻（マリファナ）について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/health-inf/info/marijuana.html 

 

「横浜市感染症情報センタートップページ」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/ 
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（3） 電子メールによる問い合わせ 

平成29年7月の問い合わせは、4件でした（表2）。 

 

表2 平成29年7月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

大人がかかる溶連菌について 1 感染症・疫学情報課 

ヒアリについて 1 中区生活衛生課 

食中毒発生状況に関する問い合わせについて 1 感染症・疫学情報課 

犬に噛まれた件について 1 感染症・疫学情報課 

 

2 追加・更新記事 

平成29年7月に追加・更新した主な記事は、12件でした（表3）。 

 

表3 平成29年7月 追加・更新記事 

掲載月日 内容 備考 

7月 3日 オーストラリアのこどもの定期予防接種について 更新 

7月 4日 病原体定点からのウイルス検出状況（平成29年） 更新 

7月 5日 感染症に気をつけよう（7月号） 掲載 

7月 5日 リベリアのこどもの定期予防接種について 更新 

7月 7日 横浜市における蚊媒介感染症のウイルス検査結果（平成29年）【速報版】 更新 

7月12日 平成29年 熱中症情報 更新 

7月13日 ギニアのこどもの定期予防接種について 更新 

7月20日 手足口病の発生状況 掲載 

7月20日 シエラレオネのこどもの定期予防接種について 更新 

7月27日 手足口病の発生状況 掲載 

7月28日 平成29年 熱中症情報 更新 

7月31日 横浜市における蚊媒介感染症のウイルス検査結果（平成29年）【速報版】 更新 

【 感染症・疫学情報課 】 


